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■ 後期基本計画 紙面（案） 

⑦ 主な取り組みの展開 

⑤ 課 題（重要性、必要性） 

⑥ 施策の方針（めざす姿） 
  

自然・地域・人から学ぶまちをつくる 

【対 象】 

○市民 

○多様化・高度化する市民の生涯学習ニーズに対応できる機会と場を提供します。 

○地域の中で、さまざまな分野における指導者を確保・育成し、地域全体で子どもを育てる環境を作りま

す。 

○まなびサポーター制度や地域創造会議、まちづくりリーダーなど、地域の中で活動できる制度や活動する人

材が増えている。 

○平成 20 年度に「米原市子ども読書活動推進計画」を策定し、読書活動の支援・活性化を図っている。 

○座学をはじめとした多彩な講義形式によるルッチ大学（院）を開講し、地域でのまちづくり活動や地域活動

のリーダーとして活躍できるよう人材を育成している。 

③ 現 状 

【行政の役割】 

（１）生涯学習の充実    

○学習環境の充実を図る。   

 

（２）地域いおける教育力の向上 

 ○地域力を醸成する。 

○地域で学ぶ環境づくりを行う。 

 

【市民の役割】 

○生涯学習活動に積極的に参加する。 

指標値 現状値 目標値 

A まなびサポーター登録者数 133 人 170 人 

B 市民意識調査における「生涯学習の推進」の不満度 11.8％ 10％ 

   

 

② 目的達成指標（成果・活動指標） 
  

米原市教育振興基本計画 

■ 関連する分野別計画 

【ねらい】 

○学習の成果を活かし、まちづくり、ひとづくり、

地域課題解決を図る。 

○市民のニーズに合わせた市民生活や生涯学習の推進に役立つ情報を把握し、より充実した講座内容としてい

く必要がある。 

○まなびサポーターの活動の活性化に向け、システムの再構築をはじめ、PR し、学習成果を還元できるよう、

仕組みの構築が求められる。 

○平成１８年の教育基本法の改正により、生涯学習の理念が追加された。 

○平成２０年に社会教育法が改正され、学校教育支援や生涯学習活動の成果を活用することが盛り込まれ

た。 

④ 踏まえるべき動向（外部要因） 

A 生涯学習活動を実践することで、自分の持つ知識や経験、技能をまちづくりに活かしたいと「まなび

サポーター」に登録する市民が増えることを目標とした。 

B 生涯学習を推進する施策を実施することで、市民の生涯学習に対する満足度を高め、不満を減らすこと

を目標とした。 

②－２ 指標設定の考え方 

① 施策の目的（対象・意図） 

【関係課・室】 

○生涯学習課 

○教育総務課 


